











































また,論 文寄稿者の国籍 は,ア メ リカを
中心 として,英 国,ド イツ,イ タリア,フ
ランス,オ ース トラ.リア,イ ン ド,中 国な
どであ り,若 干ではあるが 日本人の名 も見
受 け られ る。 この中には,す でに我が国に
翻訳紹介 された著作 のあるアブラム ・モル
AbrahamMoles,ビクター ・パパ ネ ック
VictorPapaneck,ゲレ〆ト ・ゼ レGert
Sele,ジョー ジ ・フ ラ ス カ ー ラJorge
Frascara,クラウス ・ク リッペ ン ドル フ
KrausKrippendorfらをは じ め として,
トマ ス ・マル ドナ ドTomasMaldonado,
グ イ ・ボン シエ ーペGuiBonsiepe,チャ
ールズ ・オー ウェンCharlesL.Owen,ロ
ビン ・キ ンロスRobinKinrossら著名 な
研究者 も含 まれている。
次 に 『デザ イン ・イシューズ』 の編集 の
特色,目 標等 について簡単に述べ るが,そ
れ には上記 のアンソロジーにおけるマーゴ
リンの序文 の中の 「新 しいデ ィシプ リンと
してのデザイン研究」 と題する第一章の記
述が非常 に参考 となる。 それによる と,そ
もそ も,こ の雑 誌 のモ デル は,建 築雑 誌
『オ ポ ジ シ ョ ンズ(OPPOSITIONS:A
JournalforIdeasandCriticisminAr-
chitecture)』で あった とい う。 『オ ポジシ
ョンズ』 とい う雑誌が,建 築界 において ど
のような位置付 けがなされてい るかはわか
らないが,こ の雑誌に限 らず活発 な議論の
ある建築界 の状況が 『デザイ ン ・イシュー
ズ』誌の発刊 の一 つの要因 となったよ うで
ある。










































述のマー ゴ リンの意図が うかがわれ る。
むろん,以 上 の解釈 はあ くまで もマーゴ
リンの考 えに基づ くものであって,彼 の考
えのみが その まま 『デ ザイ ン ・イ シュー
ズ』 の編集 に忠実 に反映 しているわ けでは
ないだろう。実際 の ところ,マ ー ゴ リンに
よる編集が3巻 まで続いた後 は,5～7人
制 の編集委員会(メ ンバー に変動が ある)
に よる合同編 集形式が採用 されてい るか ら
である。
ところで,私 自身,こ の雑誌か ら得た も
のは少 な くない。 グラフィック ・デザイン,
あ るいはタイポグラフィ関係 の論文 も多数
掲載 されてお り,そ れ らか ら,た どえばジ
ョージ ・フラスカーラや ロビン ・キ ンロス
な どの興味深い研究者 の名 を知 り,彼 らの
他の論文や著作にふれ るきっかけ となった。
おそ らく,工 業デザインやイ ンテ リア ・デ
ザイ ンな どを専門にす る方 にとって も一度
目を通す価値のあ る雑誌で はないだ ろうか。
いずれ にせ よ,『デザイン ・イ シュー ズ』
誌の ような国際的かつ総合的なデザ イン理
論誌 の類書が ほとん どない現在,そ の存在
意義は大 きい とい えるだろう。
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